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藩政時代の高松城から杣場川付近地図 



一 

琴
電
片
原
町
駅 

意
外
な
こ
と
に
新
し
く
、
昭
和
二
十
三
年
二
月
開
駅
。
琴
電
高
松
駅
（
現
瓦
町
駅
）
ま

で
八
〇
〇
ｍ
の
営
業
運
転
開
始
。
そ
の
後
、
昭
和
三
十
年
九
月
に
築
港
駅
ま
で
九
〇
〇
ｍ

線
路
が
延
伸
さ
れ
、
現
在
の
よ
う
な
路
線
と
な
っ
た
。 

 二 

東
町
御
奉
行
（
奉
行
所
） 

藩
政
時
代
、
現
在
の
琴
電
片
原
町
駅
か
ら
高
松
信
用
金
庫
片
原
町
支
店
に
か
け
て
の
エ

リ
ア
に
「
東
町
御
奉
行
」
（
奉
行
所
）
が
置
か
れ
て
い
た
。
「
文
化
年
間
（
一

八

〇

四

～

一

八

一

八
年
）

高
松
城
下
絵
図
」
で
は
「
東
町
御
奉
行
、
牢
屋
、
同
心
」
と
三
区
画
の
表
記
が
見
え

る
。
す
ぐ
西
隣
に
は
「
西
町
御
奉
行
」
が
あ
り
、
西
町
奉
行
番
所
も
こ
こ
に
置
か
れ
て
い

た
ら
し
い
。
【
図
１
】 

 三 

鶴
屋
町
尋
常
小
学
校 

 
 

明
治
二
十
五
年
～
昭
和
二
十
年
ま
で
、
現
在
の
琴
電
片
原
町
駅
や
東
隣
の
マ
ン
シ
ョ
ン

敷
地
を
含
む
一
帯
に
鶴
屋
町
尋
常
小
学
校
（
昭
和
十
六
年
か
ら
は
鶴
屋
町
国
民
学
校
と
改

称
）
が
あ
っ
た
が
、
戦
災
で
焼
失
し
た
。
電
車
ホ
ー
ム
北
端
踏
切
東
側
に
跡
地
の
記
念
標 

    

柱
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
図
３
の
イ
ラ
ス
ト
に
は
、
門
柱
や
戦
前
あ
っ
た
西
本
願
寺
出
張

所
の
屋
根
が
描
か
れ
て
い
る
。
【
図
２
】
・
【
図
３
】 

 

四 

金
刀
比
羅
神
社 

 
 

戦
前
、
冬
に
な
る
と
広
島
か
ら
牡
蠣
船
が
入
港
し
、

新
橋
の
東
た
も
と
に
は
「
か
き
辰
」（
後
に
片
原
町
商
店
街

へ
移
転
）
が
、
西
た
も
と
の
金
刀
比
羅
神
社
隣
に
は
「
か

き
松
」
と
い
う
土
手
鍋
の
料
理
屋
が
あ
っ
た
。
航
海
の

安
全
を
見
守
る
金
比
羅
さ
ん
は
港
に
は
つ
き
も
の
の
神

様
で
、
北
向
き
に
こ
じ
ん
ま
り
と
鎮
座
し
て
い
る
。 

神
門
の
、
龍
・
獅
子
・
鳳
凰
・
麒
麟
な
ど
の
巧
み
な

彫
刻
は
す
ば
ら
し
く
、
作
者
不
明
だ
が
お
そ
ら
く
名
匠

の
手
に
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。 

ま
た
、
庵
治
石
の
社
標
に
注
目
さ
れ
た
い
。 

中
国
西
安
の
青
龍
寺
の
「
空
海
記
念
碑
」
の
揮
毫
者
で
も
あ
る
書
家
藤
原
鶴
来
（
一

八

九

三
～
一
九
九
〇
、
本

名
：

茂 

香
川
師
範
教
諭

・
香

川
大
学
教
授
）

の
筆
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。 
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五 

杣
場
川
と
新
橋 

そ
の
昔
、
杣
場
港
と
も
呼
ば
れ
た
こ
の
一
帯
は
、
「
杣
（
そ
ま

）
」
（
木
が
山
の
よ
う
に
あ
る

森
林
や
木
材
を
指
す
）
と
い
う
漢
字
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
主
に
木
材
の
搬
入
港
で
あ
り

貯
木
場
で
あ
っ
た
。
（
「
仙
」
と
標

記
し
て
い
る
場

合
も
あ
る
が
正
式
名

称
は

「
杣
」
で
あ
る
） 

杣
場
川
の
河
口
部
に
架
け
ら
れ
た
橋
が
新
橋
で
、
今
か
ら
約
二
百
年
前
の
「
文
化
年
間

高
松
城
下
絵
図
」
を
見
る
と
、
新
橋
は
両
側
と
中
央
が
平
橋
で
そ
の
間
が
太
鼓
橋
二
つ
に

描
か
れ
、
百
七
十
年
前
の
「
讃
岐
国
名
勝
図
会
」
に
は
両
側
が
平
橋
で
中
央
に
三
連
の
太

鼓
橋
が
描
か
れ
、
い
ず
れ
に
し
て
も
藩
政
時
代
は
、
五
重
橋
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

当
時
、
新
橋
の
長
さ
は
百
ｍ
前
後
あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
【
図
１
】
【
図
４
】
【
図
７
】 

現
在
の
橋
は
、
昭
和
三
十
三
年
八
月
に
架
け
替
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

杣
場
川
は
、
源
流
を
辿
ろ
う
に
も
多
賀
神
社
の
北
側
で
消
滅
し
て
お
り
、
昔
ど
こ
か
ら

流
れ
て
き
て
い
た
の
か
は
古
地
図
等
に
頼
る
し
か
な
い
が
、
地
図
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、

「
一
．
多
賀
神
社
か
ら
花
園
町
を
南
へ
抜
け
御
坊
川
の
伊
達
病
院
西
側
あ
た
り
か
ら
分

水
」
、
「
二
．
多
賀
神
社
か
ら
南
西
へ
ホ
テ
ル
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
裏
を
通
り
電
話
局
南
へ
抜

け
る
斜
め
の
道
（
三
十
郎
土
手
）
沿
い
の
川
の
み
な
も
と
・
栗
林
公
園
あ
た
り
の
湧
き
水
」

の
二
系
統
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
【
図
５
】 

 
 

   

新
橋
付
近
の
川
幅
が
百
ｍ
も
あ
っ
た
杣
場
川
が
狭
ま
る
最
初
の
き
っ
か
け
は
、
大
正
十

三
年
二
月
に
焼
失
し
た
市
役
所
庁
舎
の
再
建
資
金
を
捻
出
す
る
た
め
で
あ
り
、
川
を
西
側

か
ら
三
〇
～
四
〇
ｍ
幅
、
新
橋
か
ら
今
橋
ま
で
埋
め
立
て
て
宅
地
と
し
て
一
般
に
販
売
し

た
の
が
皮
切
り
で
、
そ
の
後
も
宅
地
開
発
や
道
路
整
備
な
ど
で
昭
和
初
期
に
東
側
か
ら
も

埋
め
立
て
が
進
み
、
玉
川
と
呼
ば
れ
て
い
た
今
橋
か
ら
南
方
も
昭
和
四
十
年
前
後
に
蓋
か

け
さ
れ
、
貯
木
場
の
役
割
も
終
え
た
杣
場
川
は
大
き
く
様
変
わ
り
し
て
い
っ
た
。 

か
つ
て
夕
涼
み
や
釣
り
船
で
賑
わ
っ
た
新
橋
付
近
も
高
度
成
長
期
に
公
害
で
悪
臭
漂

う
ヘ
ド
ロ
川
と
な
り
、
新
橋
か
ら
南
へ
今
橋
ま
で
昭
和
五
十
一
年
に
蓋
か
け
が
さ
れ
て
緑

道
公
園
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
以
北
は
昭
和
末
か
ら
平
成
初
年
に
か
け
て
埋
め
立
て
と
蓋
か

け
に
よ
り
公
園
と
公
営
駐
車
場
に
な
り
、
か
つ
て
の
面
影
は
見
ら
れ
な
い
。 

そ
し
て
今
や
、
若
人
に
限
ら
ず
新
橋
が
橋
だ
と
気
付
か
ず
通
る
人
が
大
半
で
あ
る
。 

 

□ 

松
島
の
地
名
の
由
来 

初
代
藩
主
賴
重
時
代
に
、
東
浜
の
洲
に
土
手
を
築
き
そ
れ
ま
で
海
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
を

干
拓
し
て
新
田
を
造
っ
た
折
、
そ
の
土
手
に
決
壊
防
止
の
た
め
松
を
植
樹
し
た
の
が
、
沖

か
ら
見
る
と
松
に
覆
わ
れ
た
島
の
よ
う
に
見
え
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
う
。
【
図
４
】 

-３ - -４ - 



六 

八
丁
土
手
（
堤
）
跡
と
古
浜
及
び
新
浜
塩
田
跡 

「
寛
文
七
年
（

一

六

六

七

）

松
島
ス
ベ
リ
（
洲
端
）
の
沖
よ
り
潟
元
村
の
沖
ま
で
東
西
の

堤
防
を
築
き
、
沖
松
島
、
木
太
、
春
日
の
潟
地
を
新
開
と
す
る
。
下
往
還
よ
り
南
手
の
新

開
は
生
駒
時
代
に
西
嶋
八
兵
衛
が
開
く
（

英

公
外
記
）
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
生
駒
時
代
に
干

拓
の
た
め
築
か
れ
た
堤
防
が
下
往
還
（

松
島

本
丁
筋
）【
図
７
】
と
な
り
、（
今
橋
か
ら
千
代
橋
東

に
至
る
斜
め
の
道
は
、
か
つ
て
の
松
島
の
銀
座
に
相
当
す
る
目
貫
通
り
で
、
以
北
が
干
拓
さ
れ
て

後
、
志
度
街
道
と
な
り
今
に
残
る
）

賴
重
時
代
に
干
拓
の
た
め
築
か
れ
た
と
さ
れ
る
堤
防
の

一
部
が
「
八
丁
土
手
」
と
呼
ば
れ
、
（
杣
場
川
新
橋
の
北
か
ら
東
へ
、
競
輪
場
や
旧
県
立
体
育

館
の
南
側
を
通
り
酒
店
あ
た
り
ま
で
約
八
七
〇
ｍ
）

戦
後
宅
地
開
発
さ
れ
る
ま
で
そ
の
姿
を

留
め
て
い
た
。
土
手
の
南
側
に
は
幅
三
間
ほ
ど
の
水
路
（
八
丁
堀
と
呼
ば
れ
て
い
た
）
が
設

け
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
の
南
側
に
道
が
あ
っ
た
が
、
夏
の
暑
い
と
き
は
松
の
陰
で
涼
し
い
土

手
道
を
利
用
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
に
入
る
と
松
が
倒
さ
れ
土
手
の
上
に
長

屋
や
瓦
焼
き
が
建
ち
並
ん
で
い
っ
た
。
戦
後
、
堀
も
埋
め
ら
れ
土
手
の
風
情
は
失
わ
れ
、

今
は
地
図
の
地
割
で
そ
の
面
影
を
た
ど
る
の
み
で
あ
る
。
【
図
６
】
【
図
７
】 

現
在
の
市
総
合
体
育
館
や
福
岡
町
プ
ー
ル
、
大
型
量
販
店
が
立
地
し
て
い
る
地
域
は
、

元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）

に
塩
田
が
造
ら
れ
た
と
伝
わ
る
と
こ
ろ
で
後
に
古
浜
塩
田
と
呼
ば 

    れ
た
が
、
八
丁
土
手
の
西
端
沖
合
三
〇
〇
ｍ
ま
で
を
埋
め
立
て
、
慶
応
二
年
（

一

八

六

六

）

に
武
藤
六
兵
衛
ら
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
の
が
新
浜
塩
田
で
あ
る
。
【
図
８
】
・
【
文
９
】 

 
 

時
代
を
経
て
、
水
質
汚
濁
や
製
塩
法
の
変
遷
、
輸
入
塩
に
押
さ
れ
こ
れ
ら
塩
田
も
衰
退

の
一
途
を
た
ど
り
、
西
端
に
鉄
工
所
が
進
出
し
た
ほ
か
、
昭
和
二
十
五
年
に
塩
田
西
部
に

競
輪
場
が
造
ら
れ
る
な
ど
塩
田
域
を
縮
小
し
な
が
ら
も
存
続
し
て
い
た
が
、
二
十
八
年
以

降
は
香
西
に
完
成
し
た
真
空
式
製
塩
所
に
鹹
水
を
送
る
の
み
で
製
塩
は
行
わ
れ
ず
、
つ
い

に
三
十
四
年
五
月
、
古
浜
も
新
浜
も
全
面
廃
止
さ
れ
た
。
舟
形
の
県
立
体
育
館
が
建
設
さ

れ
た
の
は
昭
和
三
十
九
年
だ
が
、
五
十
年
を
経
て
平
成
二
十
六
年
に
閉
館
さ
れ
た
。 

 

七 

新
浜
塩
釜
神
社
と
蛤
地
蔵 

新
浜
塩
田
が
築
造
さ
れ
た
と
き
新
橋
か
ら
北
方
に
築
か
れ
た
土
手
の
北
端
に
坂
出
の

鹽
竈
神
社
か
ら
分
祀
さ
れ
た
塩
釜
神
社
が
祀
ら
れ
た
。
【
図
６
】

浜
街
道
拡
幅
工
事
で
平
成

二
年
に
現
在
地
に
遷
座
。
隣
に
舟
玉
大
明
神
が
祀
ら
れ
、
蛤
地
蔵
は
、
明
治
三
年
三
月
に

祀
ら
れ
た
も
の
で
、
塩
田
開
発
の
埋
め
立
て
で
犠
牲
に
な
っ
た
魚
介
類
を
供
養
す
る
た
め

の
も
の
で
あ
る
。【
図

１０
】 

鳥
居
に
は
、「
國
静
濱
平
」（
く
に
し
ず
か
に
し
て
は
ま
た
い
ら
か
）

と

「
濱
中
無
事
」
の
文
言
が
刻
ま
れ
、
塩
田
の
平
穏
と
安
全
を
祈
願
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

-６ - -５ - 



                    市の下水施設管理センター  

 

 

                

 

 

 

 

沖松島の塩釜さん跡説明板  

 

 

 

 

下 ：舟玉社   右 ：塩釜さん本殿  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八 

沖
松
島
の
塩
釜
さ
ん
（
古
浜
塩
釜
神
社
）
跡
と
遷
座
後
の
塩
釜
神
社 

 
 

   

元
禄
元
年
（

一

六

八

八

）

に
築
造
さ
れ
た

と
さ
れ
る
古
浜
塩
田
の
守
り
神
と
し
て
、

製
塩
最
盛
期
の
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）

に
説
明
板
（
７
ペ
ー
ジ
上
写
真
）
に
書
か

れ
て
い
る
と
お
り
、
陸
前
（
宮
城
県
）
か

ら
塩
椎
神
（
し
お

つ
ち

の
か
み
）

を
勧
請
し
た

も
の
で
、
昭
和
三
十
八
年
ま
で
７
ペ
ー
ジ

下
写
真
の
○
印
の
位
置
（
古
浜
塩
田
七

番
北
西

隅
）
に
西
向
き
に
祀
ら
れ
て
い
た
。【
図

１１
】 

 

下
の
写
真
は
、
総
合
体
育
館
の
西
約
五

〇
〇
ｍ
に
遷
座
し
た
現
在
の
塩
釜
神
社
で

北
向
き
に
祀
ら
れ
て
い
る
。 

 

本
殿
の
東
側
（
左
）
に
は
舟
玉
社
が
祀

ら
れ
、
西
側
に
は
元
、
五
軒
家
地
区
に
祀

ら
れ
昭
和
二
十
九
年
に
当
社
へ
移
さ
れ
た

農
業
の
守
神
で
あ
る
地
神
石
柱
が
建
つ
。 
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現在は、志度線の詰田川鉄橋南側護岸に  

丹波の渡しの説明板があるのみで、往時の  

風情は感じられない  

 

 

 

 

 

 

 

九 

沖
松
島
の
お
不
動
さ
ん
（
大
福
寺
） 

 
簡
素
な
建
物
で
あ
る
が
、
大
福
寺
と
い
う
寺
で
あ
る
。
本
尊
は
「
波
切
大
日
大
聖
不
動

明
王
」
で
、
お
堂
に
は
「
御
本
尊 

大
病
難
病
全
治
な
で
不
動
明
王
」
と
記
さ
れ
た
立
派

な
看
板
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
お
詣
り
す
る
人
が
石
造
の
お
不
動
さ
ん
の
お
顔
を
な
で
る

の
で
あ
ろ
う
、
手
の
油
が
し
み
込
ん
で
ほ
っ
ぺ
た
が
黒
光
り
し
て
い
る
。 

 

市
の
埋
立
事
業
で
立
ち
退
き
に
な
っ
て
現
在
地
に
移
っ
た
の
だ
が
、
元
は
道
を
挟
ん
だ

北
側
の
海
辺
に
二
〇
畳
ほ
ど
の

不
動
堂
が
あ
り
、
そ
こ
へ
祀
ら
れ

て
い
た
。【
図

１１
】
お
堂
の
東
側
に

海
へ
下
り
る
坂
道
が
あ
り
、
土
用

に
な
る
と
家
族
連
れ
が
汐
に
浸

か
り
に
来
て
い
た
。
元
気
な
子
供

ら
は
お
堂
の
北
側
の
石
垣
か
ら

「
サ
カ
ツ
ベ
※

」
や
「
セ
ン
ヌ
キ
」

で
飛
び
込
み
を
し
て
随
分
に
ぎ

や
い
で
い
た
そ
う
な
。 

 

※
「
松
島
の
風
土
記
」
表
記
の
マ
マ
。
逆
頭
（
サ
カ
ツ
）
の
こ
と 

   

十 

丹
波
の
渡
し
跡 

 

高
松
城
下
と
東
方
の
春
日
・
屋
島
・
八
栗
方
面
と
の

行
き
来
は
詰
田
川
に
阻
ま
れ
海
岸
線
を
進
む
こ
と
が

で
き
ず
、
今
橋
か
ら
志
度
街
道
を
進
み
御
坊
川
の
千
代

橋
を
渡
り
さ
ら
に
木
太
の
ス
ベ
リ
で
詰
田
川
の
渡
し

を
利
用
す
る
と
い
う
か
な
り
の
大
回
り
を
止
む
無
く

さ
れ
て
い
た
が
、
幕
末
の
頃
、
詰
田
川
に
接
す
る
沖
松

島
古
浜
塩
田
南
端
か
ら
木
太
村
西
北
端
の
間
に
渡
し

船
が
運
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

「
丹
波
の
渡
し
」
の
名
の
由
来
は
、
渡
し
船
を
は
じ

め
た
浜
田
吉
兵
衛
（
別
名
：
丹
波
吉
平
と
称
し
た
と
伝

わ
る
）
と
い
う
者
が
丹
波
国
の
出
身
で
あ
っ
た
か
ら
と

言
う
。
渡
し
船
は
人
だ
け
な
ら
三
〇
人
も
乗
れ
る
か
な

り
の
大
き
さ
だ
っ
た
よ
う
で
、
荷
車
・
猫
車
・
人
力
車
・
篭
・
牛
馬
も
乗
船
で
き
た
。
二

代
目
船
頭
浜
田
久
蔵
の
時
代
・
明
治
二
十
年
に
「
渡
守
引
継
営
業
願
」
が
県
知
事
宛
て
提

出
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
渡
し
賃
一
覧
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
大
人
：
五
厘
、
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小
児
：
二
厘
、
荷
車
・
人
力
車
・
篭
が
一
銭
五
厘
、

牛
馬
が
一
銭
で
あ
っ
た
。 

（
当
時
の
貨
幣
価
値
：
一
銭
＝2

0
0

円
） 

 

明
治
四
十
四
年
今
橋
か
ら
志
度
間
に
電
車
が

開
通
し
た
が
、
そ
の
後
も
近
隣
の
人
や
荷
車
で
の

渡
し
船
利
用
者
が
そ
こ
そ
こ
あ
り
、
大
正
時
代
に

は
沖
松
島
の
柴
田
氏
が
渡
船
業
に
参
入
し
運
行

が
続
け
ら
れ
た
が
、
昭
和
十
三
年
に
観
光
道
路

（
旧

１１
号
線
）
が
整
備
さ
れ
御
坊
川
・
詰
田
川
・

春
日
川
・
新
川
に
橋
が
架
か
っ
て
ト
ラ
ッ
ク
が
往

来
す
る
よ
う
に
な
る
と
さ
す
が
に
廃
れ
、
昭
和
十

五
年
頃
に
渡
船
は
廃
止
さ
れ
た
。 

 

丹
波
の
渡
し
跡
西
側
の
「
沖
松
島
墓
地
」
に

は
、
「
柴
田
利
三
郎
墓
」
と
刻
ま
れ
た
巨
大
な
墓
石
が
建
て
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
人
は

古
浜
塩
田
六
番
の
経
営
者
で
塩
業
で
財
を
な
し
た
人
物
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
大
正

時
代
に
渡
船
業
に
参
入
し
た
柴
田
氏
と
い
う
の
は
お
そ
ら
く
こ
の
人
の
一
族
で
あ
ろ
う
。 

     

丹
波
の
渡
し
を
始
め
た
浜
田
氏
の
墓
も
こ
の
墓
地
に
あ
る
と
い
う
が
、
特
別
目
立
つ
よ

う
な
大
き
な
墓
石
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
、
ち
ょ
っ
と
見
に
は
場
所
が
わ
か
ら
な
か
っ

た
。 

 

 

【
参
考
・
引
用
文
献
等
】 

・
松
島
の
風
土
記
（
平
成
八
年
三
月 

松
島
校
区
地
域
お
こ
し
事
業
推
進
委
員
会
編
） 

・
高
松
今
昔
記
（
昭
和
五
十
四
年
二
月 

荒
井
と
み
三
著
） 

・
松
島
地
区
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
の
し
お
り 

そ
の
２ 

（
平
成
三
十
年
六
月 

松
島
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
実
行
委
員
会
編
） 

・
玉
藻
の
潮
（
平
成
二
十
二
年
五
月 

高
松
市
立
新
塩
屋
町
小
学
校
発
行
） 

・
文
化
年
間
高
松
城
下
絵
図 

（
高
松
市
歴
史
資
料
館
蔵
） 
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